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　研究（Ⅰ）では，養護実習において学生が受けるストレスの内容分析を行い，構造的に把握

した結果，実習ストレッサーは養護技術的なものに起因するより，周囲の期待や教師との関係

など心理的なものに起因することが明らかになった．

    そこで，本研究は，この実習ストレッサーの個人差に着目し，同じ条件の実習であっても高い

ストレスを示した学生と低いストレスを示した学生との違いを，彼らのソーシャル・サポート

（社会的関係性）の有り様とその関係を分析した．なお，サポート内容は情緒的サポート　項目と３

道具的サポート　項目とした．サポート源は，養護教諭，児童生徒，実習生・友人，家族，短大関係３

者であった．その結果，各サポート内容およびサポート源において，高サポート群と低サポート

群間でストレス得点を比較すると，全６因子中，第５因子の「評価されることへの負担」以外のす

べての因子で，高サポート群においてストレスの低下が明らかになった．すなわち，実習生の

ソーシャル・サポートが彼らの実習ストレスを低減する効果を持つことが示された．
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目　　的

　

　養護実習の期間中に実習生が体験する多くの出来事は，実習生に様々な対処を要求し，その

連続はときに大きなストレスをもたらすことが予想される．一方，ストレスを低減させるのに

有用なものとして，健康や知識，問題解決の技能，ソーシャル・サポート等が挙げられる．と

りわけ，ソーシャル・サポート（何かあったとき，困ったときに，自分を取り巻く重要な他者

からさまざまな形の援助が得られるということ）という概念が非常に注目され，数多くの研究

がなされている．例えば，福岡ら（１９９７）は，大学生と成人を対象にした研究で，ソーシャ
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ル・サポートが有効であることを実証している．また，教育実習のストレスに関して，特に，

ソーシャル・サポートの視点から多くの研究がなされている．例えば，音山ら（１９９７）は，教

育実習中にこのようなサポーティブな関係にあることは，ストレッサーの経験頻度を低減する

一定の効果をもつことを明らかにしている．

  ところで，教育学部の学生は，学部の附属となる小・中学校等へまとまった人数で教育実習

に行くことが一般的であるが，養護実習では学生のほとんどが　校に　人の実習生となる特異１ １

的な体験となる．さらに，これまでの養護実習のストレスに関する研究は，一般の教育実習に

比較して必ずしも十分でない．

　筆者は前回の研究（有村，１９９９）で，学生が養護実習中に感じる実習ストレッサーの内容分

析を行い，構造的に把握することを目的とした．その結果，第　因子「養護教諭になることへ１

の期待に対する負担」，第　因子「教師たちの態度に対する否定感情」，第　因子「未熟な養護２ ３

技術に対する不安」，第　因子「保健指導に対する自信のなさ」，第　因子「評価されることへ４ ５

の負担」，第　因子「養護実習への適応の不安」の　因子が得られた．各因子の強さは，養護６ ６

実習の校種や実習内容，保健室登校児童生徒の有無等にかかわることが明らかにされた．さら

に，実習生にとって脅威となるストレッサーが養護技術的なものに起因するより，周囲の期待

や教師との関係など心理的なものに起因することが明らかになった．したがって，養護実習中

の実習生のストレス内容が，心理的であればあるほど彼らのサポーティブな人間関係が，その

ストレスの高低に非常に影響を及ぼすであろうことが推測される．

　そこで，本研究は，この実習ストレッサーの個人差に着目し，同じ条件の養護実習であって

も高いストレスを示した学生と低いストレスを示した学生との違いが，実習中における彼らの

ソーシャル・サポートの有り様と，どのように関係していたのかを分析することを目的とする．

方　　法

　　調査対象１

　鹿児島純心女子短期大学学生（生活学科養護コース）　 年　６６名２

　　調査期日２

　この調査は，養護実習終了後，最初の養護実習の講義（実習終了後　日以内）である１９９９年４

　月２４日，　 月　日の　回に分けて，調査用紙を配布し，無記名・自己記入式で実施した．な６ ７ １ ２

お，１９９９年度の養護実習（　週間）は，実習校の都合により実習開始が　月３１日と　月　日に３ ５ ６ ７

分かれて行った．

　　調査項目３

　ソーシャル・サポートの測定における重要な変数の　つに，だれとの関係におけるサポート１

なのかというサポート源の問題と，どのようなサポート内容であったかの問題がある．個人に

とってサポートの送り手（サポート源）は，その性質によっていくつかのカテゴリーに分類さ

れる．本研究では，学校における養護実習であることから「実習校の養護教諭」，「実習校の児

童生徒」，「実習生・友人」，「家族」，「短大関係者」の　つのサポート源を想定した．５

　また，サポート内容として，福岡・橋本（１９９３）の尺度を参考に，　 項目作成した．情緒的６
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サポートとして，「実習内容について，指導や助言をしてくれる（アドバイス・助言）」，「笑わ

せたり，元気づけたりしてくれる（なぐさめ・励まし）」，「親身になって話を聞いてくれる（受

容・共感）」の　項目と，手段的サポート（道具的サポート）として，「保健行事や救急処置を３

手伝ってくれる（指導場面等での援助）」，「児童生徒のことについて，いろいろ教えてくれる

（情報提供）」，「保健指導案や教材の作成を手伝ってくれる（準備場面での援助）」の　項目と３

した．これら　項目について，「してくれる」，「ややしてくれる」，「ややしてくれない」，「し６

てくれない」の　段階で評定させた．　　　４

結果及び考察

　養護実習が終了して，実習中に体験したストレスに対して，「実習校の養護教諭」，「実習校

の児童生徒」，「実習生・友人」，「家族」，「短大関係者」のそれぞれのサポート源から　項目の６

サポート内容に対して，「してくれる」から「してくれない」と回答した順に　，　 ，　 ，　４ ３ ２ １

点と得点化した．また，「してくれる」，「ややしてくれる」と回答したものを高サポート群，

「ややしてくれない」，「してくれない」と回答したものを低サポート群の　つに分けた．　　２

　

Ⅰ　サポート源ごとの分析

　　サポート源：実習校の養護教諭１

�　実習内容について，指導や助言をしてくれる

　第　因子「養護教諭になることへの期待に対する負担因子」の平均得点（得点が高いほど高１

ストレス）は，高サポート群の方が低サポート群より有意に低い(t=２.５７６, df=６４, p<.０５)（Fig.

　参照）．第　因子のストレスは，養護教諭との関係（ソーシャル・サポート）の有り様で明１ １

らかに異なる．すなわち，実習校の養護教諭が自分を支えてくれていると実感している実習生

は，養護教諭になることへの期待に対する負担が低い．

　　　Fig.　 養護教諭のアドバイス・助言と    　　  　Fig.　 養護教諭のアドバイス・助言と１ ２

　　　　　　第　因子との関係                　　  　 　 　　　第　因子との関係１ ２
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　第　因子「教師たちの態度に対する否定感情」で，有意な差があり(t=２.７６９, df=６.１７４, p<.０５)，２

第　因子も同様に，実習校の養護教諭が支えてくれていると実感している学生の方が，実感し２

ていない学生より教師たちの態度に対する否定感情が低い（Fig.　参照）．２

②　保健行事や救急処置を手伝ってくれる

　第　因子で有意な差があり(t=２.９５７, df=６.４９６, p<.０５)，実習校の養護教諭が，保健行事や救急２

処置の未熟な部分を手伝ってくれていると感じている学生は，そう感じていない学生よりも教

師たちの態度に対する否定感情が低い（Fig.３参照）．

　　Fig.　 養護教諭の指導場面等での援助と 　　　 Fig.　 養護教諭の準備場面での援助と３ ４

　　　　　第　因子との関係               　　　　 　　     　 第　因子との関係            ２ ２

③　笑わせたり，元気づけたりしてくれる

　実習校の養護教諭が，笑わせたり元気づけたりしてくれたか否かは，ストレスの高低に関係

しないことが明らかになった．

④　児童生徒のことについて，いろいろ教えてくれる

　全員が高サポートであったため，比較することができない．

⑤　保健指導案や教材の作成を手伝ってくれる

　第　因子で有意な差があり(t=２.６７４, df=２０.２４０, p<.０５)，養護教諭が保健指導案や教材の作成２

を手伝ってくれていると感じている学生は，そう感じていない学生より教師たちの態度に対す

る否定感情が低い（Fig.　参照）．　４

　第　因子「保健指導に対する自信のなさ」で有意な差があり(t=２.２３７,df=６２,p<.０５)，養護教諭４

が保健指導案や教材の作成を手伝ってくれていると感じている実習生は，そう感じていない実

習生より，保健指導に対するストレスが低い（Fig.　参照）．５

 

－66－

鹿児島純心女子短期大学研究紀要　第３1号　（２００1）

２.５ 

２.０ 

１.５ 

１.０ 

平
均
因
子
得
点 

低サポート群 

N＝７ N＝５９ 

高サポート群 

１.９ 

１.６ 

１.３ 

１.０ 

平
均
因
子
得
点 

低サポート群 

N＝１９ N＝４５ 

高サポート群 



　　　Fig.　 養護教諭の準備場面での援助と    　  Fig.　 養護教諭の受容・共感と第　因子５ ６ ２

　　　　　　第　因子との関係                   　　　　　　 との関係                      ４

⑥　親身になって話を聞いてくれる

　第　因子のみ有意な差がある傾向にあり(t=２.００５, df=８.２９２, p<.１０)，親身になって話を聞いて２

くれていると感じている実習生は，そう感じていない実習生より教師たちの態度に対する否定

感情が低い（Fig.　参照）．６

　このように，実習生は，実習校の指導者である養護教諭の態度が，好意的（支援的）である

か，拒否的であるかに敏感に反応している．養護教諭に支えられていると感じている実習生と

そう感じていない実習生は，第　因子「養護教諭になることへの期待に対する負担因子」，第１

　因子「教師の態度に対する否定感情因子」，第　因子「保健指導に対する自信のなさ因子」２ ４

で差があり，高サポートにおいてストレスが低いことが明らかになった．

　　サポート源：実習校の児童生徒２

�　実習内容について，指導や助言をしてくれる

　このことについては，すべて有意な差がみられなかった．

②　保健行事や救急処置を手伝ってくれる

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.８３２, df=６２, p<.１０)，児童生徒が保健行事で物品の２

運搬や整列などに協力したり，救急処置で手伝ったりしてくれていると感じている実習生は，

そう感じていない実習生よりも教師たちの態度に対する否定感情が低い（Fig.　参照）． ７
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　　Fig.　 児童生徒の指導場面等での援助と  　  Fig.　 児童生徒の指導場面等での援助と７ ８

　　　　　第　因子との関係          　　　       　  　 　 第　因子との関係              ２ ４

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.７０４, df=６２, p<.１０)，児童生徒が手伝ってくれてい４

ると感じている実習生は，そう感じていない実習生よりも保健指導に対するストレスが低い

（Fig.　参照）．８

　第　因子「養護実習への適応の不安」で有意な差があり(t=２.０２７, df=６２, p<.０５），同様に児童６

生徒が手伝ってくれていると感じた実習生は，そう感じていない実習生よりも養護実習へのス

トレスが低い（Fig.　参照）．９

③　笑わせたり，元気づけたりしてくれる

④　児童生徒のことについて，いろいろ教えてくれる

⑤　保健指導案や教材の作成を手伝ってくれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥　親身になって話を聞いてくれる 

　これら③から⑥は，すべてなんら有意の差が

みられなかった．

　このように，実習校の児童生徒が保健行事や

救急処置において，手伝ってくれていると感じ

ている実習生とそう感じていない実習生とは，

第　因子「教師たちの態度に対する否定感情因２

子」，第　因子「保健指導に対する自信のなさ４

因子」，第　因子「養護実習への適応の不安因子」６

に差があり，高サポートにおいてストレスが低

いことが明らかになった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig.　 児童生徒の指導場面等での９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　援助と第　因子との関係６

 

－68－

鹿児島純心女子短期大学研究紀要　第３1号　（２００1）

２.９ 

２.６ 

２.３ 

２.０ 

平
均
因
子
得
点 

低サポート群 

N＝３８ N＝２６ 

高サポート群 

１.９ 

１.６ 

１.３ 

１.０ 

平
均
因
子
得
点 

低サポート群 

N＝３８ N＝２６ 

高サポート群 

２.９ 

２.６ 

２.３ 

２.０ 

平
均
因
子
得
点 

低サポート群 

N＝３８ N＝２６ 

高サポート群 



　　サポート源：実習生・友人３

�　実習内容について，指導や助言をしてくれる

　第　因子で有意な差があり(t=２.１７８,df=６３,p<.０５)，実習生や友人が実習内容について助言等を４

してくれていると感じた実習生は，そう感じていない実習生より保健指導に対するストレスが

低い（Fig.10参照）．

　　　Fig.10 　実習生・友人のアドバイス・     　　    Fig.11　実習生・友人の準備場面での

　　　　　　　助言と第　因子との関係 　　　　　　　　　　援助と第　因子との関係    ４ ６

②　保健行事や救急処置を手伝ってくれる

③　笑わせたり，元気づけたりしてくれる

④　児童生徒のことについて，いろいろ教えてくれる

　これら②から④は，すべて有意の差がみられなかった．

⑤　保健指導案や教材の作成を手伝ってくれる

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.７７２, df=４０.５１８, p<.１０)，実習生や友人からの援助６

を感じている実習生は，援助を感じていない実習生より養護実習へのストレスが高い．この意

味を述べるとすれば，同じ実習生から手伝ってもらうことで，プライドが傷つきストレスが高

まったという可能性を示していると考えることもできる（Fig.１１参照）．

⑥　親身になって話を聞いてくれる

　なんら有意の差はみられなかった．これは，実習生同士がお互いに実習そのものや実践記録

などに追われ，時間的余裕がないのか，また，実習校において一人のみの実習生が多いためと

も考えられる．

　このように，他の実習生が自分の経験したこと等に基づいて，実習内容に関する指導や助言

をしてくれていると感じている実習生は，保健指導に対するストレスを低くしているが，実際

に保健指導案や教材の作成を手伝ってくれることは，養護実習そのものへのストレスを逆に高

めている．さらに，青年期のストレスの緩和において，｢友人からの情緒的サポート｣が効果的

であることがしばしば指摘されているが，この研究では，「実習生・友人」の特に情緒面の効

果が明らかでなく，養護実習の形態が関わっている可能性を示しているとも考えられる．
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　　サポート源：家族４

�　実習内容について，指導や助言をしてくれる

　このことについては，なんら有意の差がみら

れなかった．

②　保健行事や救急処置を手伝ってくれる

　第　因子「未熟な養護技術に対する不安因子」３

で有意な差があり(t=２.２４８, df=４８, p<.０５)，家族

からのサポートを感じている実習生は，サポー

トを感じていない実習生より未熟な養護技術に

対する不安が低い．実際の実習場面において直

接サポートすることができないので，場合に

よっては，家族が保健行事や救急処置の練習台

になってくれた可能性がある（Fig.１２参照）．　

③　笑わせたり，元気づけたりしてくれる

④　児童生徒のことについて，いろいろ教えてくれる

　これら②と③は，すべてなんら有意な差はみられなかった．

⑤　保健指導案や教材の作成を手伝ってくれる

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.９７４, df=５２, p<.１０)，家族からのサポートを感じて２

いる実習生は，サポートを感じていない実習生より教師たちの態度に対する否定感情が高い

（Fig.１３参照）．

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=　.６９１, df=５２, p<.１０)，家族からのサポートを感じ６ １

ている実習生は，サポートを感じていない実習生より養護実習へのストレスが高い．家族に保

健指導案や教材の作成を手伝ってもらったのは，本人のプライドが傷ついたのか，自信がかえっ

てなくなったという可能性を示していると考えることもできる（Fig.１４参照）．

　　　Fig.１３　家族の準備場面での援助と                  Fig.１４　家族の準備場面での援助と

　　　　 　　 第　因子との関係                     　　　　　      第　因子との関係２ ６
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Fig.１２　家族の指導場面等での援助

　　　  と第　因子との関係３



⑥　親身になって話を聞いてくれる

　家族が，親身になって話を聞いてくれたか否かは，ストレスの高低になんら関係しないこと

が明らかになった．

　このように，家族が保健行事や救急処置を手伝ってくれていると実感した実習生は，そう感

じなかった実習生より未熟な養護技術に対する不安が低い．一方，家族が保健指導案や教材の

作成を手伝ってくれていると感じている実習生とそう感じていない実習生は，第　因子「教師２

たちの態度に対する否定感情因子」，第　因子「養護実習への適応の不安因子」に差があり，６

高サポートにおいてストレスが高いというこれまでとは逆の結果が得られた．

　   

　　サポート源：短大関係者５

�　実習内容について，指導や助言をしてくれる

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.７５５, df=５３, p<.１０)，アドバイスや助言を感じてい４

る実習生は，そう感じていない実習生より保健指導に対するストレスが低い．短大関係者のサ

ポートがストレス低減に関わっていることが明らかである（Fig.１５参照）．

　　　Fig.１５　短大関係者のアドバイス・      　　       Fig.１６　短大関係者のなぐさめ・励

　　　　　　  助言と第　因子との関係             　　   　　　　ましと第　因子との関係  ４ ４

②　保健行事や救急処置を手伝ってくれる

　このことについては，すべてなんら有意差がみられなかった．

③　笑わせたり，元気づけたりしてくれる

　第　因子で有意差があり(t=２.５６０, df=５３, p<.０５)，笑わせたり，元気づけたりしてくれるのを４

感じている実習生は，感じていない実習生より保健指導に対するストレスが低い（Fig.１６参照）．

④　児童生徒のことについて，いろいろ教えてくれる

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.９２６, df=４９, p<.１０)，短大指導者のサポートを受け３

ていると実感している実習生は，そう感じていない実習生より未熟な養護技術に対する不安が

低い（Fig.１７参照）．
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　　　Fig.１７　短大関係者の情報提供と             　   Fig.１８　短大関係者の準備場面での

　　　　　　  第　因子との関係                      　　　　　   援助と第　因子との関係３ ６

⑤　保健指導案や教材の作成を手伝ってくれる

　第　因子で有意な差がある傾向にあり(t=１.９３１, df=３２.２２９, p<.１０)，サポートを実感している６

実習生は，サポートを感じていない実習生より養護実習へのストレスが高い（Fig.１８参照）．

サポートをやり過ぎると，実習生はプライドを傷つけられると思われる可能性がある．

⑥　親身になって話を聞いてくれる

　短大関係者が，親身になって話を聞いてくれたか否かは，ストレスの高低になんら関係しな

いことが明らかになった．

　このように，アドバイス，励ましや情報提供などのサポートによって短大関係者から支えら

れていると感じる実習生は，そうでない実習生よりストレスが低いことが明らかになった．一

方，短大関係者が保健指導案や教材の作成といった準備場面での援助をし過ぎることは，実習

生のプライドを傷つけ，ストレスを高めることとなった．

Ⅱ　サポート源相互の比較

　これまで，サポート源ごとに分析してきたが，サポート源の違いにより同じサポート内容で

あっても，その効果がみられたものとみられなかったものがあり，それらをより明らかにする

ために一覧表にまとめた（Table１参照）．

Table１各サポート源の比較
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短大関係者家　　族実習生・友人実習校の児童生徒実習校の養護教諭サポート内容／サポート源
第４＋

第４＊

第３＋

（第６＋）

第３＊

（第２＋・第６＋）

第４＊

（第６＋）

第２＋・第４＋・第６＊

第１＊・第２＊

第２＊

第２＊・第４＊

第２＋

�実習内容について，指導や助
言をしてくれる
�保健行事や救急処置を手
伝ってくれる
�笑わせたり，元気づけたりし
てくれる
�児童生徒のことについて，い
ろいろ教えてくれる
�保健指導案や教材の作成を
手伝ってくれる
�親身になって話を聞いてく
れる

＋p<.１０　　　　　＊p<.０５　　　　　数値：因子番号



　各サポート内容およびサポート源において，高サポート群と低サポート群間にストレス得点

の差がみられた因子は，Table１のとおりである．Table１中の（　　）を付与した因子以外の

因子は，高サポート群においてストレスの低下が認められた．一方，（　　）を付与した因子

については，高サポートにおいて逆にストレスの増加が認められた．

　養護実習は，実習生が実習校から提示された計画に従って，実習項目（行事や指導等）を実

践していくわけだが，実習生が実習項目に対して自主的に取り組むには慣れない環境の中で限

度があると思われる．また，実習生にとって１つ１つの実習項目を実践していくには，指導者

の適切なサポートがなければできないことが予想される．このような中で，実習生が実習校の

養護教諭と短大関係者から受けたと感じているサポートによってストレスが低減されたのは，

養護教諭の職務を指導する同じような立場からのサポートであり，その傾向が似通っていると

思われる．しかし，そのわずかの違いは，実習中いつも身近にいる養護教諭からのサポートと

実習が終わって夜電話をかけたり，週末に短大に出かけたりしてサポートを受けることとの違

いを示しているとも考えられる．一方，実習校の児童生徒から受けたと感じているサポートに

有意な差がみられたのは，指導場面等での援助のみであったが，これは実習生が教師として児

童生徒の前に立つことを意識している結果と思われる．また，実習生・友人からのサポートは，

アドバイス・助言のみで有意差がみられ，従来の教育実習における研究と同様の実習生同士の

支え合いによるサポート効果はみられなかった．

家族からのサポートは，指導場面等や準備場面での道具的サポートにおいて有意の差がみられ

た．これは一般に日常の生活ストレスにおいても家族からのサポートは道具的サポートが中心

であるといわれていることから予想されたことである．

ま　と　め

　本研究で得られた結果を要約すると，以下のようになる．

１　指導者である養護教諭のサポート

　実習内容について養護教諭が指導や助言をしてくれると感じている実習生は，ストレスが低

く，親身になって話を聞いてもらっていると感じている実習生はストレスが低いことから，養

護教諭と実習生とのサポーティブな人間関係が確保されることはもちろんのこと，今後の養護

実習において情緒的サポートを期待したい．

２　児童生徒のサポート

　児童生徒が，保健行事や救急処置を手伝ってくれることのみストレス低減の効果がみられた．

教師としての姿勢をとる実習生にとっては，予想された結果であると思われる．

３　実習生・友人のサポート

　実習生や友人からのサポートによる有意差はあまりみられなかった．同一校に実習生がいな

いか，また，時間的余裕もなかったかと思われる．なお，保健指導案や教材の作成など「代わ

りにしてあげる」サポートは，一部のストレスをかえって高めてしまうことが明らかになった．

４　家族のサポート

　種々のサポートを受けるなかで，道具的サポートがストレスを低減させる効果がある反面，
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高めるものも存在した．家族が練習台になったり，準備を手伝ったりするなかで，実習生に対

して否定的な言葉や態度を取らないことは，彼らの実習に対する自信をつけさせることにつな

がると思われる．

５　短大関係者のサポート

　保健指導案や教材の作成といった代行のサポートは，一部のストレスをかえって高めてしま

うというネガティブな効果をもたらした．緊張と不安のなかで過度の負荷にどう対処しようか

悩んでいる実習生にとって，３週間の実習期間の途中で１回実習生を短大に集めて情報交換を

行ったり，おしゃべりしたりすることは，情緒的サポートにつながると考えられる．

　養護実習という非日常的で過度の負荷がかかるなか，個々のサポート源において得られる各

種のサポートは，ポジティブな意味合いをもつものと考えていたが，時にはネガティブな効果

をもたらすことが明らかになった．今後は，ソーシャル・サポートが機能しているかの機能面

だけでなく，人間関係づくりがスムーズにできないといわれる子どもたちにとって，サポート

がやり取りされる対人関係についても検討していく必要があろう．
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